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教科担任制アンケート
教科担任用アンケート

全学年に複数の教員が教科担任として入っている。

どの学年にも均等に入っている。
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専科の先生は１〜３教科担当している。

専科の先生がもつ教科がしぼられている。

・７つの教科で教科担任をしている。（その先生がもつ教科は固定化できている）

・算数・体育の教科担任はいない。（国が指定しているもの）交換授業でやりくりしている。

（日本語・特支では主に国算を指導している）
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よく当てはまるが７割で、教科をしぼることの良さが出ている。

当てはまらないが０割で教科の専門性や指導力が高まっているといえる。
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当てはまらないが０割で、教科担任制の授業を楽しみしている児童がいると本人も感
じている。

よく当てはまるが８割と、教科担任制の授業が児童との関わりを増やすのに大変効果
的であることがわかる。
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（当てはまらないが０割）児童の様子を担任と教科担任で共有することができている。

現時点では、口頭での情報交換が主となっている。

ノートで記録するなどの方法をとっている人もいる。
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（当てはまらないが０割）児童理解が深まっているといえる。

（よく当てはまると当てはまるが０割）教科担任制と教科担任の退勤時刻に関連性が
ないと感じているといえる。
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教科がしぼられていることで、準備をする教科は限られているものの、事前・事後の
準備が必要な教科が多いため、退勤時刻の短縮にまでは至っていないのではないか。

教材研究と教材づくり・授業準備に充てている人が多い。提出書類の作成に充ててい
る人も多い。
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理科・音楽・体育・外国語・家庭科の回答が多かった。

専門的な知識や技能が必要な教科を選んでいる。
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国語・総合・生活・道徳が多かった。

国語や生活・総合などは、学級経営と密にかかわるため、学級担任がもつことが好ま
しいと考えられる。
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天気に左右される学習には教科担任だと苦しいことがある。

教科担任の授業に参加するためには、事前の準備をしておいてほしい。支援が必要な児童は教科担任がもつ授業でもフォローに入ってほしい。

教師としては、多くの目で子どもを見ることができる。研究が深まる。

児童としては、色々な先生と関わりをもてる。
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学級ごとに児童の実態が違うので、児童の様子や実態を把握しづらい。

シェアシートのねらいは、以下の２点と考えている。

① 担任が自身が持つ授業時間外の児童の様子や成果、良さ等を把握し、多面的に児童を理解す

ることができる。

② 教科担任が授業を行う上で、現在の児童の様子や、現在担任が継続して指導していること等

を把握し、次時の授 業の指導を考える際の材料としたり、同じベクトルで指導を行ったりする

ことができる。

したがって、シェアシートの使用を通して、担任と教科担任の双方から情報を入れ、双方が情報

を確認する必要があり、シェアシートも日頃から活用することが望ましい。

（情報量を問わず、日頃から情報を入力し、毎回授業前に確認するというルーティーンを確立し

なければ、教科担任制を導入したことによる児童理解の効果のエビデンスとしてどうか。）

しかし、実際問題、このルーティーンを導入することに対して抵抗感が強いと思われる。その理

由は、他業務の多さからくる多忙化に他ならないのではないか。そうであるならば、このルーテ

ィーンを見直すと同時に、このルーティーンを入れられないくらい忙しい現在の働き方を改善す

る必要があると考えられる。）

シェアシートについて


